































































































































































































































（ 時間の流れ → ）
５．終わりに
本稿は、『日本語表現活用辞典』（2004）の手法に習い、新たに、一般に形
容動詞と呼ばれる語のいくつかについて比較考察を行ったうちの一例である。
形容動詞は語彙によって稿末に示す～のようにさまざまな形があり、ま
たそれぞれの語が～の複数の形を、あるものは持ち、あるものは持たな
い。いずれの語がいずれの形を持ちうるかは、パターン化できる規則性は無
いといえるほどである。その上、前後に置かれる語と語順を変えても意味が
同じ形容動詞もあれば、語順を変えることで意味が変容してしまう、もしく
は日本語として不自然な文になるものもある。
それら一語一語と向き合う時、外国語話者が使用に迷った時に手にとるべ
きコロケーション例を網羅した教材あるいは辞書を作り上げるということの
深淵さに足がすくむ思いさえする。
また、一連の考察中、参考文献からの引用やコーパスが誤用ではないかと
筆者が思う場面や、あるいは筆者自身の例文に他から疑問を投げかけられる
類義語のコロケーション比較一例 ～「永遠」と「永久」～
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場面も少なからずあった。言葉の意味分析には、使う人それぞれの歴史・環
境による主観が入ることは否めない。しかしその考察が日本語学習者の一つ
一つのヒントになりうるなら、主観による違いを乗り越えて存在する“何か”
を追及するこのような分析を積み重ねる必要性も、やはり存在するのではな
いだろうか。多くの知力を合わせ、そのようなものの完成の礎を築く一助と
なりたいと願うものである。
【形容動詞の形態】
 ○○＋な（名詞） ex.「簡単な」
 ○○＋の（名詞） ex.「極度の」
 ○○＋なる（名詞） ex.「厳正なる」
 ○○＋に（動詞）（形容詞）
 （名詞）は○○だ
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